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研究成果の概要（和文）：本研究では、就学後に学習面、対人面にて困難さが予想されるADHDハイリスク児に対
して、その認知的特徴を捉えることによって、早期発見、早期支援について知見を得ることを目的とした。5歳
から6歳までの就学前の幼児21名を対象として知能検査であるWISC-IVを実施した。その結果、ADHDハイリスク児
においては、言語理解、知覚推理、ワーキングメモリー、処理速度といった認知機能のうち、ワーキングメモリ
ーにおける困難さが顕著に表れることが明らかになった。さらに、ADHDハイリスク児では、言語面での相対的な
強さが見られた。これらの認知特性を考慮に入れた支援を就学後も引き続き行っていく必要があると言える。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to gain insight into the early detection and 
support of children at high risk for ADHD who are expected to have learning and interpersonal 
difficulties after school age. 21 preschoolers between the ages of 5 and 6 years old were 
administered the WISC-IV. The results revealed that among the cognitive functions of verbal 
comprehension, perceptual reasoning, working memory, and processing speed, difficulties in working 
memory were more pronounced in children at high risk for ADHD. In addition, ADHD high-risk children 
showed relative strength in the language aspect. It can be said that support that takes these 
cognitive characteristics into account should continue to be provided after schooling.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ADHDハイリスク児においては、ワーキングメモリーにおける困難さが顕著に表れることが明らかになった。この
ことは、就学後に教室における教師の一斉指示への聞き取りの困難さ、マルチタスクや順序性のある課題などに
対する苦手さにつながると予測される。ワーキングメモリーの困難さは幼児期においても、ゲームのルールが理
解できない、一斉指示を理解しできないなどの状態像として表出すると考えられる。ADHDハイリスク児の早期発
見、早期支援によって、ADHDハイリスク児の自尊心の低下を防ぐとともに、幼小連携においても、ハイリスク児
の認知的特性とそれに応じた適切な支援方法の引継ぎが可能になると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 注意欠如多動症ハイリスク児 (以下、ADHD ハイリスク児) の定義は研究によって様々であ
るが、一般的に継続的な行動上の問題を示すことが指摘されている。それに伴い、母親の育児ス
トレスの高さも指摘されている。一方で、医学的診断がついていないことにより、ADHD ハイ
リスク児やその保護者への支援は十分ではない。さらに、ADHD ハイリスク児の生物学的、心
理学的、社会的特性は明らかにされていない。本研究では、ハイリスク児の行動面、認知面、脳
活動それぞれの指標を用いて評価することによって、ADHD ハイリスク児の行動特性、認知特
性を明らかにするとともに、脳機能の特異性を解明する。さらに、そこから得られた知見をもと
に、ADHD ハイリスク児の早期発見に向けた円環的評価モデルの構築を目指す。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、ADHD ハイリスク児に対する早期支援を目的にした ADHD ハイリスク児の認
知面、社会面、心理面といった多面的な特性を評価することとした。本研究では、研究開始当初
は NIRS による認知課題遂行時の前頭前部活動の計測による、ADHD ハイリスク児の生理学的な特
徴を明らかにすることを目的としていた。2020 年から流行した新型コロナウイルスの流行によ
って、接触を伴う脳血流量の計測を中止し、接触の伴わない認知的特徴の評価を主に行うことと
して研究を行った。認知的特徴を評価することによって、保育所・幼稚園での ADHD ハイリス
ク児の行動特徴、それに対する適切な支援方法を知ることができるとともに、それらの適切な支
援方法を就学後の小学校に引き継ぐことができる。ADHD ハイリスク児がもつ日常生活上の困
難を軽減する可能性のある支援方法を継続するためには、幼児期からの適切なアセスメントが
必要不可欠であると考えられる。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、就学前の幼児（5 歳から 6 歳）を対象に、標準化された知能検査の一つである
WISC-IV を実施した。なお、対象となった幼児は医療機関には受診しておらず、神経発達症群な
どの診断名のついていない幼児とした。検査の実施に際して、保護者に紙面および口頭での研究
の同意を得た（承認番号 20-021）。検査の実施場所は、刺激の少ない静かな部屋であり、著者と
一対一での実施となった。同意から実施まで、1時間程度であった。 
 
４．研究成果 
 5 歳から 6 歳までの就学前の幼児 25 名（男児 12
名）を対象とした(Table1)。言語理解、知覚推理、ワ
ーキングメモリー、処理速度について、一元配置分散
分析を実施した結果、主効果が有意となった
（F(3,22)=8.199, p<.001）。また多重比較の結果、言
語理解指標よりもワーキングメモリー指標および知
覚推理指標の得点が有意に低い結果となった（知覚
推理 p<.01；ワーキングメモリーp<.001）。 
 全検査 IQ の得点平均が、７７．５（±10.7）であ
ることから、知的発達水準は境界域であることが推
測される。さらに、その中でも得意不得意が見られる
結果となった。岡田ら（2021）によると、ADHD リス
ク群においては、全検査IQは平均域であったものの、 
ワーキングメモリー指標が有意に低いことが報告された。本研究の結果も、岡田ら（2021）を支
持する結果となった。一方で、本研究では知覚推理指標も相対的に低い得点となった。ASD リス
ク児では、知覚推理指標が有意に高い結果が示されている（岡田ら, 2021）。ADHD 児では知覚推
理指標の相対的な低下は示されておらず、本研究で示された知覚推理指標の相対的な低さは、選
択肢の衝動的な回答など、ADHD としての反応特性が生じた可能性があると推測される。ADHD で
はワーキングメモリーや下位検査の誤答分析から、注意集中の困難や衝動性を読み取っていく
ことが可能であることから（岡田ら, 2019）、より詳細な分析を行うことによって、ADHD ハイリ
スク児の注意集中の困難さの特徴を捉えることも可能であると考えられる。ワーキングメモリ
ー指標の下位検査には、『数唱』、『語音整列』および『算数』が含まれている。『数唱』、『語音整
列』の 2つの下位検査で FSIQ およびそれぞれの指標得点を算出可能であるが、25名中 9名にお
いて、『語音整列』の教示そのものや数字、ひらがなの順序を正しく理解していなかったため、
実施不可となった。これらの特徴は知的能力が境界域であるためであるか、もしくは ADHD ハイ
リスク児であるためであるかについては、検討しきれなかった。今後、FSIQ による群分けや行
動特徴などより詳細なグループ分けによって、さらなる検討が必要であるといえる。 
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